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１．はじめに

鹿児島は世界的有数の活火山桜島を有し，しかもそ

れは53万都市のわずかlOkm余の距離に存在するとい

う極めて特異的な状況に置かれている。桜島の爆発は

大正の大噴火以来も小規模な爆発を繰り返している。

特に1985年は１年間で，474回の爆発を記録し，

15.9kg/m２（鹿児島地方気象台の観測結果による）の

火山灰を排出している。桜島の爆発に伴う多量の噴煙

は，冬期は北西の風に乗って主に大隅半島（垂水市）

方面へ，夏期は東よりの風により鹿児島市方面へ流れ

る。この風を古く地方では灰東風（へごち）と呼ぶ。

風によって運ばれた灰は降灰として建物．交通．産

業・通信など様々な方面へ被害を及ぼしている。

このように降灰が建物・住環境に多大の影響をもた

らしていることは明かであるが，具体的にどの位の量

でどの程度の被害．影響が生じているかということに

ついては十分把握されているとは言い難くl)~7)，その

対策に至っては系統立った研究．検討がなされていな

いのが現状である。以上のようなことから，本研究は

鹿児島市及び垂水市の一般住宅を対象にアンケート調

査，更に鹿児島市においては実地調査も行い，降灰に

よる住生活及び建物の被害・影響の実態を把握すると

共に，降灰地区住宅に対する各部の構成法について検

討する。

2．調査概要

２．１調査対象地区

図ｌに示すように例年夏期には多量の降灰に見舞わ

れる鹿児島市と，冬期に降灰に見舞われる垂水市を対

象とした（図２)。尚，本調査期間中の夏期鹿児島市

の降灰量が3401.09/m2注')であったのに対し，冬期垂
水市の降灰量は907.49/m2注2)とかなり少なかった。

２．２調査方法

表ｌに示す項目の調査表を鹿児島市及び垂水市の一

般住宅を選挙人名簿より無作為にそれぞれ300戸，２００

戸を抽出し，主婦に記入を依頼して郵送により配布，

回収を行った。調査期間は鹿児島市については昭和６１

年９月２日～９月27日，垂水市については昭和62年２

月20日～３月13日。回収率と回答数は鹿児島市，垂水

市でそれぞれ467％（140戸)，38.0％（76戸）であっ

た。集計については，(1)全戸数に対する割合，(2)桜島

からの距離，(3)方位，(4)住宅形式の関係について解析

を行う。図２に示すように距離については鹿児島市は

市中心部を含む桜島南岳から半径１１kｍ以内の地域，

11kｍ～13kｍの地域，その他の１３kｍ以遠の三地域に

分類し，垂水市は市中心部を含む南岳より半径11kｍ

以内の地域，１１kｍ以遠の地域に分類する。方位につ

いては，鹿児島市のみを対象とし，南岳を中心に「西

北西｣，「西｣，「西南西」の地域に分類する。住宅形式
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表２住宅形式及び住宅の構造

図２調査対象地区

については，「一戸建て住宅｣，「集合住宅」の形式に

ついて分類する。

３．アンケートの調査結果

３．１現在の住宅形式及び構造

回答のあった住宅の形式及び構造については表２に

示す。

鹿児島大学工学部研究報告第２９号（1987）

(降灰量は月間g/m2：風向

及び平均風速は鹿児島気象

台の観測データである｡）

図１夏季，冬期県内降灰量分布図及び風配図

いることがわかる。

３．２．１降灰による住宅設備機器の使用状況

（１）クーラーの使用状況

クーラーに関する調査は夏期に降灰に見舞われ

る鹿児島市のみを対象とした。図４よりクーラー

の普及率は89.3％で，「２台｣，「３台以上」の複

数台所有の家庭が半分近く（47.2％)，表４でも

わかるように他地域のクーラーの普及率，保有数

量と比較しても鹿児島市ははるかにクーラーへの

依存度が高い。

クーラー購入の動機（図５）は「①降灰の為窓

を開けられないから」（56.0％）が「②暑いのは

我慢できないから」（37.6％）を上回っており降

灰の影響によるところが大きいことがわかる。距

表１調査項目

３．２降灰の住生活への被害及び影響

降灰の住生活への被害及び影響（表３，図３）につ

いて，鹿児島・垂水両市共に「③窓際の掃除が大変｣，

「⑧開口部の解放を避げがち｣，「⑨洗濯物が屋外に干

せない」の３項目に関して８割以上の回答となってい

る。特に夏期に降灰に見舞われる鹿児島市では，暑さ

を凌ぐための開口部の開放を９割以上が避けており，

そのため垂水市と比較すると，クーラーの使用量の増

加に対.してはるかに不満の度合が大きいことがわか

る。各項目のほとんどが高回答率を示していることか

ら，降灰が住生活に並々ならぬ被害．影響を及ぼして

調査項目

1,現在の住居形式、家族構成

2.降灰による被害及び影等（建物、住漂境）
3.降灰による住宅設備機器の使用状況

4,降灰時の換気方法

5,降灰の生活に及ぼす影馨

6.降灰対策

7.行政の降灰対策に対する住民の評価・要望

8.降灰地域における居住意識

ロ
万

４

番

ｎ
Ｊ

間

．
Ｌ
２

設
１
２
３
３
４
５
６
７

間
間
間
間
間
間
間
問

Ｗ
に
ｍ

Ｅ

菖
蓬
蔓
冒
；

（９０）

（４０）

（７）

64.3％

28.6％

５．０％

櫛造

鹿児島市 垂 水 市

指摘串回答数
92.1％（70）

６．６％（５）

82‘９％（63）

13.2％（10〕

１．３％（１）

指摘率回答数

72.9％（102）

18.6％（２６）

蓉
合

一
手
集

形式

木造

ＲＣ造

Ｓ造



4０

6７

東海

7２－７

表３降灰による住生活への被害及び影響（複数回答あり） 問3-1(1)「あなたのお住まいには、

クーラーはありますか？」

①ある（1台）42.1％（59〕

②ある（2台）１７.醜(25）

③ある（3台以上）２９.銘（41〕

④ない9.3％（13〕
指摘串回答数
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設問 番号質問内容

間2-2「降灰による住生活への按害及び影響について、該当するもの全てに
付いてお答え下さい。」

｜鹿児島市｜垂水市垂水市

指摘率回答数
５２．６％（４０）

８０．３％（６１）

８６．８％（６６）

７１．１％（５４）
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３２．９％（２５）
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(１０４〕

（９３）

（１２）

（５３）

（１５〕

①樹木の手入れが大変である。
②庭、溝の灰の除去が大変である。
③窓際の掃除が大変である。

④洗溌、クリーニングが大変である。
⑤クーラーの使用により電気代が増力耐る。
⑥洗車、灰の洗い流しにより水道代が増加する。
⑦洗畳、入浴回数が増加する。
⑧開口部の開放を避けがちである。
⑨洗濯物が屋外に干せない。
⑩車の使用回数が増力順する。
⑪外に出るのが苦痛である。
⑫健康に不安を感じる。
⑬コンタクトレンズの使用を控える。
⑭自転車、バイクが転倒しやすい。
⑮その他

図４クーラーの保有台数（鹿児島市）

表４地域別ルームエアコン保有状況8）
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雛・方位別（図６）の購入動機をみてみると距離

（図６(1)）による違いはそれ程でないが，方位別

（図６(2)）では桜島の「西北西｣，「西」の地域で

は｢降灰の為」という回答が多かったのに対し｢西

南西」の地域では「暑さが我慢できない」という

回答が多かった｡夏の噴煙の向きが｢北西_,～「西

北西」に多い事が原因に挙げられる。

クーラーの使用時間（図７）は，「３時間未満」

と回答があったのはわずか１割程度で「③３時間

～６時間未満」が36.8％で最も多く，「⑤９時間

以上」も24.0％ありクーラーを長時間使用する家

庭が多い。方位別（図８(2)）の平均使用時間をみ

ると，「西北西｣，「西」の地域では図６(2)で購入

動機が「降灰の為」という回答が多かったが，「西

南西」の地域の方がクーラーの使用時間がやや長

いことがわかる。調査した昭和61年は鹿児島地方

気象台観測結果に於て，年間降灰量が4.2kg/ｍ２

で昭和60年の年間降灰量の26％とかなり少なかっ

たために，使用時間については降灰の影響が出に

くかったものと考えられる。

以上より鹿児島市に於けるクーラーへの依存度

の高さは，南国の暑さに加え，降灰の不快さの影

響によるものであることがわかった。このことか

ら，鹿児島市でのクーラーの必要性の高さが伺え

る。
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図３降灰による住生活への被害及び影響（複数回答あり） 全国
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問3-1(3)「購入動概はなんですか？」

①降灰のため窓を開け
られないから｡56.0％（70〕

②暑いのは我慢できないから。
３７.峡（47〕

③来客のため必要だから。５.慨（７）

④その他0.8％（１）
指摘率回客数

全国神

図５クーラーの購入動機（鹿児島市）

・ここでいう「ルームエアコン」とは、冷房、冷暖房用を合わせたものである。

＊今回の調査による値、但し鹿児島市の保有世帯当りの保有数量について、

アンケートに於ける「３台以上」の回答は全て３台として計算している。

稗昭和61年膜の全国値は60年度の前年度差より推定した値である。

問3-1(1〕で「ある」と回答された方は(2)～(5)をお答え下さい。

④
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（１）距離区分毎の附入動概(2)方位区分毎の購入動擬

図６距離・方位別でみたクーラーの購入動機(鹿児島市）
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表６降灰時における洗濯物の乾燥方法

6８

（２）シャワーの利用頻度

表５及び図９はシャワーを設置している家庭，

鹿児島市１００戸（全体の71.4％)，垂水市38戸（全

体の50％）について利用頻度の回答結果である。

調査対象が主婦で，１日の外出回数が少ないため

か「②灰が降ると利用回数が多少増える」が両市

共に最も多いが，「③大幅に増える」を加えると

約８割が降灰の影響により利用回数が増加してい

る。したがって季節に関係なく降灰時の外出の際

に体に付着した灰を手早く取り除く手段としての

シャワーの利用頻度の高いことが伺える。

３．２．２洗濯物の乾燥

降灰時の洗濯物の乾燥方法（表６，図１０）では，両

市共に「③家の中で干している_,が高回答率を得てい

る。また垂水市ではｒ②屋根や庇の下に干している」

の割合が鹿児島市よりも高い。これは図１でもわかる

ように，今年に入ってからの降灰量が少なかった為で

はないかと推測される。距離別（図１１）について，両

市共に南岳より１１kｍ以内の地域では「②屋根や庇の

下に干している」の回答が11kｍ以遠地域に比べ少な

くｒ③家の中に干している」という回答が多い。

３．２．３降灰時における換気方法

降灰時の換気方法（表７，図12）は，両市共に「①

窓は開けない」が４割以上の回答を示し，それに比べ

何等かの形で「窓を開ける」は，両市共に２割強と少

ない。夏期には換気の他に暑さを凌ぐという目的も含

表５シャワーの利用頻度回答1.6%②1°

(1)鹿児島市（夏期）（2〕垂水市（冬期）

図１１距離別地域区分でみた洗濯物の乾燥方法

4荘

問3-1（４）Ｉ夏の一日の平均使用時間は

どれくらいですか？」

①１時 間 未 満 2 . 4 ％ （ ３）

②１時間～3時間未満８.鰯（10）

③３時間～6時間未満36.8％（46）

④６時間～9時間未満27.2％（34）

⑤９時間以上２４.砿（30〕
指摘率回答数鱒

設問番号’質問内容

間4-,②｜i降灰時の洗濯はどうしていますか?」

設問番号’質問内容

間諜4②|『ｼｬﾜーのある方､利用頻度についてお答えください｡」
鹿児島市垂水市

指摘率回答数指摘率回答数
①灰力韓っても利用回数に影響はない。21.0％(21）18.4％（７）
②灰力軽ると利用回数が多少噸える｡48.暁(48〕55.3%(２，
③灰餌壕ると利用回数】城大幅に増える。３１.暁(31〕26.3％〈10）
④その他．０％０蕗

鹿県島市

指摘率回答数
21.0％（21）

48.暁（48〕

31.暁（３Ｄ

０％

図７クーラーの一日の平均使用時間(鹿児島市）
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３２９％（２５〕

60.5％（４６）

０％

０％

指摘率回答数

０％

18.醗（２６）

77.1％Ｕ０８）

１．４％（２）

１－４％（２）

釦
錦
如
加
加
畑
０

①かまわず外に干している。
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④衣類乾燥擬を使用している。
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(1)距離区分毎の平均使用時間(2)方位区分毎の平均使用時間

図８距離・方位の地域区分でみたクーラーの平均使用時間

(1)鹿児島市（夏期）（２）垂水市（冬期）

図９シャワーの利用頻度

鹿児島大学工学部研究報告第２９号（1987）

- 1② ②③ ④⑤ 間4 -1 ②② ③④ ⑤

(1)鹿児島市（夏期）（２）垂水市（冬期）

図１０降灰時における洗濯物の乾燥方法

:翻溺Ｌ雨
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⑤

表７降灰時における換気方法 表８降灰による建物への被害及び影響(複数回答あり）

(1)鹿児島市（夏期）（２）垂水市（冬期）

図１２降灰時における換気方法

んでいるにもかかわらず，冬期同様，灰の室内への侵

入を伴う窓の開放に対しては強い嫌悪感が伺え，空気

環境の悪化は懸念される。

､掛謡輝頓

薩 矧尚 醗 ﾖ 謡 賛問内容

間3－２「降灰時の換気はどうしていますか？」

鹿児島市垂水市

撮摘串回答数指摘率回答数
①灰簸入るの力謙で窓は開けない。４０.漉〈57）46.1％（35）

②窓を少しだけ開ける。１７．１％(24）13,2％（10）
③灰力泳っても窓を開ける。’8.錦（５）3.9％（３）

④小窓を開ける。2. 1％（３〕7.9％（６〕

⑤換気用のフアンや換気扇を使用する。11.4％（16）3.9％（８）

⑥台所用の換気扇やキッチンフード

（Iノンジフード）を使用する。１４.醜(20）14.5％（11〕
⑦その他1.4％（２）２６％（２）

且謡討
質問内容

いう回答率は鹿児島市の２倍を示し，灰の侵入の被害

が大きいことが伺える。これは冬期堆積した灰の風に

よる飛散の影響と考えられる。

３．３．２建物外部の処理

建物外部の灰の処理（表１１，図１７）について両市共

に「②年に１，２回_,が最も多く，建物外部の灰の処

理は作業が容易でなく，屋根上の除灰は危険を伴うこ

ともあり頻繁には行われていない。建物外部の灰の処

理方法（表12,図１８）は「ほうきで掃く｣，「水で洗い

流す」が高i回答率を示し，降水量の少ない冬期に降灰

に見舞われる垂水市では「水で洗い流す｣割合が宮iい・

(1)鹿児島市（夏期）(2)垂水市（冬期）

図１４窓枠の種類

｢降灰による建物への被害及び影響について、現在のお住まいで

目にとまるもの全てについてお巷え下さい。」

鹿児島市

指摘率回溶致
85.7％（120〕

54,3％（７６)

40.7％（５７）

70‘０%（９８）

35.7％（５０）

84.3％〈118）

88.6％（124）

37.1％（５２）

70.7％（９９）

68.6％（９６）

30.0％（４２）

５２１％（７３）

７．１％〈１０）

垂水市

指摘率回答数
８４.認（６４〕

４０．８％（３１）

５２.暁<４０〕

８０.認（６１〕

５２．６％（４０）

92.1％（７０〕

８８.醜（６７〕

２５.醜（19〕

７８.醜（６０〕

６７．１％（５１）

63,盤（４８）

64.5％（４９）

１１.醜（９）

指摘串回答数

40.7％〈57）

17.1％（24）

'8.6％（５）

２．１％（３〕

１１．４％（16）

14.醜（20）

１．４％（２）

①屋根、屋上、又は庇等の灰の堆稜
②バルコニー等の灰の堆蹟
③天窓等の灰の堆積
④雨どいの灰の堆秋による排水の悪化
⑤瀞等の灰の堆讃による排水不能
⑥サッシ等開口部の溝の灰の堆桜
⑦降灰や灰雨による壁・窓等の汚れ
⑧冷暖房器具のフィルターの目詰まり
⑨開口部の隙間からの灰の侵入
⑩灰の侵入による床のザラつき
⑪屋根材の耐久性の低下
⑫鉄部分（物干し、釘等）の腐食
⑬その仙

灘
垂水市

指摘率回答登
１３．２％（１０〕

６４．５％（４９〕

１７．１％（１３〕

０％

指摘串回答数

７．１％（１０）

77.9発（109）

１２.螺（１８）

０％

鹿児島市
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識

問2-1①②③④⑤⑥⑦③⑨⑩⑪⑫⑬

図１３降灰による建物への被害及び影響(複数回答あり）

表９窓枠の種類

データ数
Ｎ=1４０

1Ｊ，

設 問番号Ｉ質問内容

間4-2<,)｜r窓枠は次のうちのどれですか?」

?』;鱗

鱗

①木製

②金属製（アルミ製）

③一部木製（一部金属鋤
④その他

３．３降灰の建物への被害及び影響

降灰の建物への被害及び影響（表８，図13）につい

て，両市共に「①屋根，屋上，又は庇等の灰の堆積｣，

「⑥サッシ等の開口部の溝の灰の堆積_,，「⑦降灰や灰

雨（灰混じりの雨）による壁・窓等の汚れ」の３項目

に関していずれも８割以上の回答があった。壁・窓等

及び開口部の溝等は日常目につきやすく，また屋根，

屋上，庇等の堆積した灰は，雨漏りの原因や風による

飛散等の被害を及ぼすためであろう。垂水市は降水量

の少ない冬期に降灰に見舞われるため，雨で流されず

に長期堆積しやすく「⑪屋根材の耐久性の低下」は鹿

児島市の２倍以上の回答があった。

３．３．１窓枠と灰の侵入状況との関係

両市共に窓枠の種類（表９，図14）は「②金属製窓

枠」が多数を占め，「①木製窓枠」は少数であった。

灰の侵入状況（表10,図15）では程度の違いはあるも

のの「灰の侵入が見られる」が約８割を示している。

「②床がザラザラするほど入りやすい」という回答は

「木製窓枠｣(一部木製を含む)に圧倒的に多い(図16)。

更に垂水市に於いて，「①殆ど入ってこない-１（9.2％）

は鹿児島市の1/2以下の回答率であるのに対し(図１５)，

「②床がザラザラするほど入りやすい」（13.2％）と

。答2.1％

紬
二一-．『鹿児島市］ザ･ﾀ致牛140〕

鯨;；雇同



表１２建物外部の灰の処理方法

（複数回答あり）

7０

ｌⅨ

設問番号質問内容CQ

問品2(2)Ｉ屋根や庇等に灰の処理をしている方唖
はどの様な方法でしていますか？｣氏

鹿児島市垂水市

指摘率回答数指摘率回答数４［
①ほうきで掃く．５８.鯛（60）錘醗（35〕

＠口kで洗い流す．６２祝（64）７丘4％(49）五

③その他四.幌“）２１.顕（14）

表１１建物外部の灰の処理頻度表１０室内への灰の侵入状況

４．１調査概要

対象住宅は鹿児島市対象のアンケートで予め調査の

了解が得られた27戸である（表１４)◎調査期間は昭和

･貯灰升を設ける。（１軒ツ

･観賞用の植物の為に屋根を

設ける。（１軒）

調司番号質問内容

間5-2(1)Ｉ屋根や庇等に積もった灰はどのくらいの周期で狐理していますか？」

鹿児島市垂水市

指摘牢回答数指摘率回答数
①殆どやらない。20.7％（29）１１．８％（９）
②年に1,2回２９.認（4，43.4％“）

③月に1,2回２３.醸唖）22.4％（17）

④週に1,2回12.螺（18）13.2％（１０〕
⑤毎日する。７.暁（10〕6.6％（５）

設問番号質問内容

間4-2(2)「窓を閉めた時の灰の侵入状況についてお答えFFさ１，Y・」

鹿児島市垂水市

指摘串回巻致指摘半回答数

①殆ど入ってこない。２０.呪(28〕9,2％（７）
②少しは入ってくる。４４.縦（62）40.8％（31）

③風の強い時は入ってくる。26.4％（37）30.3％（23）
＠床がザラザラするほど入りやすい。７．１％（10）１３.誤“〕

鹿児島市

指摘串回巻数
20.呪（28〕

44.縦（62）

26.4％（37）

７．１％（10）

指摘牢回答数
２０．７％（29）

２９.記Ｋ（4，

２３.暁⑬3）

12.9fＫ（18）

７．１％（10〕

鶴
一
驚

鍵
篭
蟻
鵜

″
謝
謝
銅

･軒下にビニールの壁を設け、

洗濯物を干すスペースとし

て使っている。（１軒）

･家の全周にテラスを設ける。

（１軒）

･北窓にガムテープで目張り

を す る 。 （ １ 軒 ）
･ガラス戸と障子により二重

にしている。（１軒）

諏
一
“

4．実地調査

(1)鹿児島市（夏期）(2)垂水市（冬期）

図１５室内への灰の侵入状況
(1)鹿児島市（夏:期）〔2〕垂水市（冬期）

図１７建物ﾀﾄ部の灰の処理頻度

･ガムテープ、スポンジ等で目

張りをする。（２軒ツ

･サッシのゴムを定期的に交換

する。（１軒ツ

毒
一
窓

I噺1贈
味製』昨10〕
E金属製」０に49〕
｢一部木製」峠13）

蹴

鹿児島大学工学部研究報告第２９号（1987）

･藤悶

問5~2②①②③

図１８建物外部の灰の処理方法

（複数回答あり）

雌
一
庭

：

降灰

鹿児島市

･勾配を急にする。（２軒ツ

‘スレート葺きにする｡(１軸
･雨樋は取り付けず、軒下に排
水溝遊設ける。（１軒）

唖
一
識

表１３住宅における降灰対策（自由回答）

対策

垂水市

・スプリンクラーを設置して

い る 。 （ ユ 軒 ）

・大きな雨樋を取り付け、勾

配を急にした。（１軒）
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表１４実地調査対象住宅（計27戸）

形式

一 戸建て２３

（内店舗併用４）

集 合住宅＊４

王要 騨 造

木造ｌ７
ＲＣ造１０

階 数

(戸建）１階建て
２〃

３〃

*集合住宅の居住階は‐ LＦ（１戸）、４Ｆ（2戸）、１２Ｆ（1戸）

８

１０

仁

〆

一

61年10月中旬～１１月上旬，調査項目は建物各部の降灰

による被害・影響，実行している降灰対策・工夫等で

ある、

４．２実地調査結果

４．２．１－戸建て住宅の場合

(1)屋根

屋根に堆積した灰の量が多いときには業者に任

せるというほど，その除去の大変ざを多くの人が

訴えていた。積もった灰は美観を損ねるだけでな

く，瓦の重ね合わせ部分に堆積した灰は，図19の

ように毛細管現象により雨水を内部に引き込み野

地板を腐らせる。木造一戸建て(１７戸)のうち瓦を

葺き替えたことのあるケースが３件あった(但し，

老朽化の影響もあり一概に降灰の影響とは判断で

きない)。堆積した灰の除去はほうきで掃いたり

水で流したりで，鹿児島市の降灰は夏期の為，雨

によって洗い流されるのを待つケースも多い。新

築の際に５寸程度の急勾配の屋根にしたら灰の堆

積がかなり減ったと言う意見もあり，勾配は大き

い方が堆積が少ない。

亜鉛鉄板屋根では，比較的勾配が緩やかなケー

スが多く，堆積した灰が長く溜っているため，鉄

板を腐らせる割合が多い。特に軒先部分は灰の堆

積期間が長いため錆やすい（図20～22)。

灰の比重は約2.654)で仮に実積率を60％とする

と単位容積重量は約1.6kg/’となり，灰が５ｍｍ

積もれば重量はｌｍ２当り８ｋｇにもなる。そこで

柔らかい軽量波板の庇・屋根は灰の重みで波板が

たわんでいる家が多い（図23)。図24は既製のカー

罫1

図２０金属屋根の軒先部分の腐食状況

瀞蝋蕊鶏

図２１金属屋根の灰のたまり状況

|繕灘iii鵜i繍鶴瀞Ｉ

繍繍鰯
･勾配が緩やかなため灰が溜りやすく庇の柱は腐りやすい。

そこで別の材料を添えている。

。２階屋根掃除用の梯子が見える。

図２２金属屋根の腐食状況
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図２３軽量波板のたわみ

壷潔:～､密
_ご一読ざ，三口

鐘 。
図２７配水管曲がり部

IＩ 鑓

岬

埜竺雲饗霧筆＝一三 三＝三妻一
一

一
』L＝

道路

漁蕊蕊

鹿児 島大 学工 学部 研究 報告 第２９号（1987）

今嫁､〔<~~<※~《ぐ、

ポート用屋根を施工する際，屋根支持材を２倍に

補強し，さらに少し傾け勾配を大きくしている例

である。

(2)雨樋

灰の積もった雨樋は，雨樋の機能を果たせない

ばかりでなく，雨水が溢れ広小舞を腐らせている

例もみられた。根気よく灰を取り除いている住民

はスプーンや，シャベル・移植ゴテの先を雨樋に

合わせて丸くしたもの等（図25)，それぞれ工具

に工夫を疑らしている。縦樋で灰のつまりやすい

のは，管が地面に注ぐ手前の部分である（図26)。

図27は配水管曲がり部分の灰詰まりに対し掃除用

の開口を設けた例である。

一方，木造一戸建て１７戸中，雨樋に見切りをつ

けてはずした又は設置していない住宅が４戸あっ

た。このうち全部はずしている（つけていない）

家が２戸，一部はずしているのが２戸である。一

部はずしているうち１戸は掃除の可能な１階の雨

樋は残して２階のみはずし，もう１戸は隣接して

､移植ゴテの先を雨樋に合わせて丸くしたもの(前)と，

の灰除去の為のトンボ(後)。

図２５住民が独自に考案した道具

図２４既成カーポートの施工

、

、繍嘘
一〃・灰のつまりやすい

軍｜霊急鵜乏:ミ

｡地面に接する部分に灰が積もり雨水が流れない。

図２６縦管の下部
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蕊議瀧§鍵

驚織驚蝿‘蕊

‘自晶'|峠WlYjl,淵,

鰯
!R,』,１.fY,剛､',Ⅲ１,'1噸！ ….:#繍撒

iliii言;識§=蕊琴驚
術i揃而耐両1'7.'．

鱗：'W鰯、
･使用頻度の低い窓・戸にガムテープで目張り。

.さらにガラスと窓枠との隙間に木工ボンドでシールする｡

図２８木製窓の目張り（その１）

いる面のみをつけて他の三面の雨樋をはずしてい

た。雨樋をはずした場合，家の周囲に排水溝を設

け，更に軒先から落ちてくる水滴による外壁・窓

への汚れを軽減するため，軒の出を長くする必要

がある。

(3)開口部

木造サッシでは灰が侵入する度合が多いことか

ら，使用頻度の少ない窓の隙間にはガムテープや

防寒シールで目張りをしたり，窓枠とガラスに木

工用ポンドを塗って気密性を高めている（図28,

図29)。

アルミサッシの場合でも灰は侵入するので，

サッシ溝に雑巾を入れたりもする（図30)。図31,

図32は，いわゆる掃き出し窓を，上吊り型の特注

製品にして下部の溝の出来ないようにし，更にバ

ルコニーとの段差を大きくとっている例である。

また，二重サッシは気密性を高め，灰対策と共に

夏期冷房負荷の軽減に有効である（図33)。

気密性の向上と相反するのが室内の換気であ

る。機械に頼らない場合の換気・通風はアンケー

ト調査でも網戸を利用するというのがみられた

が，風が強いと網の目から灰が入ってしまう。一

方図34のような換気口のメッシュには灰づまりが

見られる。灰は粒径が70～80戸、程度が多く4)，

その範囲の粒子を通さず通風のできるメッシュ．

b■▲●ヨb■▲●ヨ

子細凹F

･柱と窓枠の問に防寒用のスポンジシールで目張り。

図２９木製窓の目張り（その２）

･サッシ港に雑巾を敷いて灰の侵入を軽減。

図３０アルミサッシの目張り

フィルターの開発が望まれる。

図35は玄関（たたき）の灰が内部に侵入するの

を軽減するため，人工芝を敷いている。

窓ガラスの汚れの対応としては，水で洗い流す

の他，洗車用の毛ハケではたく等がある。

(4)外壁

色については，汚れが目だつ白色を避け灰色系

をわざわざ用いたりもする。ただし，コンクリー

ト打ち放しは灰色系で灰がめだちに<に色である

が，表面処理をしないと表面が粗であるため必ず

しも適しているとは言い雛い。汚れの除去にはコ

ンプレッサーで洗い落とすところもある。また外

壁に凹凸のある形では隅部に灰が溜りやすいので



平面はなるべく単純な形の方が良いと思われる。

(5)側溝・排水口

側溝については多くの家庭で排水不能を訴えて

いた。図36,図37は，排水升に貯灰ピットを設け，

灰を溜めるようにしている。雨樋を取り払った場

合，家の周囲には屋根からの雨水を受ける溝が必

要で，四隅に貯灰升を設けている家もある。

(6)庭

庭の灰を除去するのにくわで削り取るほどと訴

える人もおり，一戸建て住宅では庭の灰除去は重

労動である。樹木に堆積した灰については，美観

の悪化の他，育ちが悪くなる等の影響がみられ，

観賞用の植木鉢には軽量の波板屋根を付けている

家もある。しかし，適切な方法を見いだせず，高

い木を植えないようにする家庭もある。庭に溜っ

た灰が風によって舞い上るのを防ぐのに散水をす

る家庭が多くみられ，庭にも散水栓は必要であろ

う。

尚，道路・庭の灰の除去については，除灰を行

わない家が一戸でもあれば風で周囲に飛散してし

まうので，地区一斉に行うことの必要性を訴える

声が多く聞かれた。

(7)サンルーム

降灰時に洗濯物は外に干せないので室内に干す

7４

場所が必要である。その点サンルームは最適であ

る（図38)。尚，鹿児島県住宅供給公社の集合住

宅でも，バルコニーの一部を廃止して物干し用の

サンルームを設置しているのもみられる｡

(8)ピロティー

ピロティーは車庫・物置，場合によっては洗濯

物の干し場として有効性が高い（図39)。

(9)住宅設備機器

太陽熱集熱器は湯温が十分でなくなる等，灰の

愉
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･バルコニーの灰を室内に一～へ侵入するのを防ぐため、
大きめにと為
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･室内側にもう一つ窓・障子を設け二重にして気密'性を高め

る。 図３３二重サッシ

図３１床まで開く窓の詳細

･バルコニー床面より室内床高さを十分大きくとる。

図３２バルコニーと窓

｡上吊り型であるため
通常のようにサッシ
瀞がなく、灰力稲り
にくい』,！
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ため散水する

理Ⅱ
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･換気口メッシュにも灰による目づまりが見られる｡

図３４換気口

図３７貯灰升･図36参照

#i願祷

･降灰時の洗濯物の干し場として利用価値が大きい。

･この例では，段ボールで暑さの対策を行っている。

図３ ８ サ ン ル ー ム

･人口芝を敷いて灰が舞い上がるのを防ぐ。

図３５玄関部の灰の巻き上げ

出口・友情・古沢：桜島火山灰の住環境に及ぼす影響とその対策に関する研究

４．３住民側の降灰対策

実地調査による住民側の降灰の対応の中から降灰地

区住宅の対策として適切と考えられるものを表15にま

とめる。

５．まとめ

降灰が住環境に対し多大な影響を及ぼしており鹿児

（に崎…。
･排水との灰を分離して貯灰ピットに溜めるｏ

図３６貯灰升

影響は顕著である。また，クーラーのエアフイル

ターを夏だけで４回も掃除した例もみられた。

４．２．２集合住宅の場合

バルコニーの排水口が２戸に1個しか取り付けられ

ていないことが多く，この点に関する不満が多い。水

で洗い流す場合，水滴が階下の洗濯物を濡らす懸念が

あるので，団地によっては規則を設けている。水を流

さずほうきで掃くように決めているところや，洗い流

す時間帯を午前８時以前と午後６時以降と制限を設け

ているところもある。いずれにしろ，何等かの規則が

団地内で必要であろう。

うり$S診$Sﾒ；

｡物置，車庫・自転車置き場，洗濯物干し等，種々の用途を

灰から守り，設置価値が大きい。

図３９ピロテイー

ぐ§(〔怨気弓
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表１５降灰を考慮した住宅各部の構成方法の検討

島特有の状況を生み出している。

①鹿児島市は南国の暑さに加え降灰による夏の不快

さの増大でクーラーへの依存度は他地域に比べ遥かに

大きく，またその必要性からクーラーを長時間使用す

る為等，健康，心理面に与える影響は大きく，また灰

の洗い流し水の大量使用等，物質面での浪費という意

識も高い。

②垂水市は冬期に降灰に見舞われるため，雨による

灰の洗い流し作用が少なく，長期堆積した灰による建

物への被害，並びにその灰の飛散による住生活への影

響が鹿児島市に比べやや大きい。

③鹿児島の建物に於ては従来の計画及び構法だけで

は，降灰に対し十分な対応は望めず，降灰を十分考慮

した鹿児島独自の計画・構法と耐久性のある材料の開

発が望まれる。
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